
厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

分担研究報告書 

 

 

「原発性免疫不全(PID)患者の管理における感染予防の実践と 

予防接種副反応に関する全国調査」 

 

 研究分担者  高田 英俊 筑波大学医学医療系小児科 

 研究協力者 城戸 崇裕 筑波大学附属病院小児科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 

 PID患者全般に関し、感染管理の実態につい

て国内のまとまった報告が無い。特に、PID患

者への予防接種による重篤な有害事象が散見

され、複数の生ワクチンの定期接種化を鑑みて

も、早急に対応策を検討する必要がある。PID

患者の感染管理の現状を明らかにし、管理につ

いての提言を行うことを目的とし、全国調査を

実施する。 

 

Ｂ．研究方法 

先行研究を参考に、PID患者が多い5診療科

(小児科、内科、血液内科、リウマチ科、皮膚

科)を対象とした。全国の病院診療科より約20%

を層別化無作為抽出し、書面で調査票を郵送し

た。一次調査の項目は以下の通り。 

調査A；2018年中に、自施設にて診療した記

録のある患者のうち、「主科として方針決定を

行っている」患者について、疾患群と患者数 

調査B；これまでに自施設で経験された、PI

D患者に対する予防接種副反応の経験数 

統計学的な処理は厚生労働省「難病の患者数

と臨床疫学像把握のための全国疫学調査マニ

ュアル」に準じた。 

 （倫理面への配慮） 

厚生労働省「臨床研究のための倫理指針ガイ

ダンス」に準拠し、匿名化による個人情報の保

護を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

令和2年2月現在、一次調査が終了している。 

全国の前記 5 診療科（12,517 科）より 2,491

科(19.9%)を抽出して一次調査を行い 709 科

(28.5%)より返送を得た。報告患者数は 1,306

名、推計される全国の PID 患者数は 2,743.3

名で、診療科別では小児科が最多(52.6%)であ 

 

った。人口 10万人対有病率は 2.16(95%信頼区

間：1.81-2.52)で、地域による差があった(幅：
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東北 1.3-九州沖縄 3.6)。 

疾患内訳は小児科では抗体産生不全が 30%

で最多だが、ばらつきが大きい。一方、非小児

科では自己炎症性疾患と補体欠損で約 3/4 を

占め、その他の疾患は少数という偏りがあった

(図)。 

 

またB項目については、55例/29診療科の報告

があった。 

 

Ｄ．考察 

一次調査の結果、PIDの総患者数は過去の国

内報告(2.3/10万人)と同等に推計された。この

数字は、他の先進国と比べても大差がない。全

体の返送率が30%弱だが、PID診療において主要

な科（大学病院の小児科など）からの返送率は

高く、全国調査として十分な悉皆性を担保でき

ていると推察する。既報よりも非小児科の患者

割合が増加しているが、成人診療科へのトラン

ジションが機能しているのかどうか、二次調査

にて年齢等の詳細情報も加えた上で検討した

い。 

報告された1,306名の患者について二次調査

を実施中である。患者の病歴情報に加え、原疾

患への加療内容、特に感染予防策についての詳

細を聴取しており、今後のPIDの診療指針を検

討するにあたって有益な情報が得られると考

える。特にB項目で予防接種については副反応

の詳細を聴取している。生ワクチン(ロタ、水

痘)の定期接種化が進められる現状で、PID患者

を適切に守るための対策が急がれる。 

 

Ｅ．結論 

PID患者の感染予防に関わる全国調査を実施

中であり、一次調査の結果について報告した。

十分な患者数の報告を受けており、二次調査を

進めて、分析に進みたい。 
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